
　 　 ， 　 　 ， 　 　 ，１

　　　 　 ， 　 　 ， 　 　 ，

①

②

　　　
……①

……②

　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　 を①に代入すると　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　よって　　　 ，

①

②

　　　　
……①

……②

　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　 を①に代入すると　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　よって　　　 ，

　　　　
…… ①

…… ②

　①を②に代入すると　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 を①に代入すると　　

　　　　　　　　　　　　　　

　よって　　　 ，

　　　　
…… ①

…… ②

②

③

　①を変形すると　　 　……③

　　　　

　　　　　　　　　

　 を③に代入すると　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　よって　　　 ，

　　　
…… ①

…… ②

②

③

　① から　　 　…… ③

　　　　

　　　　　　　　

　 を②に代入すると　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　よって　　　 ，

は，次の連立方程式と同じである。

　　　　　
……①

……②

②

　①

　　　　　　　　

を①に代入すると

　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

よって　　 ，

　 　ノート 円，消しゴム 円２

　　　 　車で進んだ道のり ，歩いた道のり

　ノート 冊の値段を 円，消しゴム 個の値段を 円とすると

　　　　
……①

……②

　　②を①に代入すると

　　　　

　　　　　　　　　

　　 を②に代入して解くと　

　　 ， は問題に適している。

　　よって　　ノート 円，消しゴム 円

　車で進んだ道のりを ，歩いた道のりを とすると

　　　　　

　この連立方程式を解くと　　 ， ＝

　 ， ＝ は問題に適している。

　　　　　　　　　　　　　　 　車で進んだ道のり ，歩いた道のり

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　３

　平行線の同位角は等しいから　　

　 において，内角と外角の性質から

　　　　　　

　　よって， において，内角と外角の性質から

　　　　　　

　右の図において，平行線の同位角は等しいから

　　　　　　

　よって， において，内角と外角の性質から

　　　　　　

　 において，内角と外角の性質から

　　　　　　

　　また， において，内角と外角の性質から

　　　　　　

　 の角の外角の大きさは　　

　　 の角の外角の大きさは　　

　　多角形の外角の和は であるから

　　　　

　三角形の内角と外角の性質から

　　　　

　　よって　　

　　　　　　　

　　したがって，三角形の内角と外角の性質から

　　　　　

　４

　 において，内角と外角の性質から

　　　　

　　　　 ，

　であるから

　　　　

　よって， において　　
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　 　 　　 　 　　 　 　　 　５

　

　△ は の二等辺三角形であるから

　　　　　

　　　　　　

　三角形の内角と外角の性質から

　　　　　

　　　　　　　

　　　　　　　　

　△ は の二等辺三角形であるから

　　　　　

　　　　　　　　

　また，△ は の二等辺三角形であるから

　　　　　

　よって　

　　　　　　

　右の図において

　　　　　

　 より，錯角は等しいから

　　　　　

　点 を通り，直線 に平行な直線 をひく。

　右の図において， より，同位角は等しい

　から　　

　よって　

　　　　　　

　 より，錯角は等しいから

　　　　　

　６

は の二等辺三角形であるから

　　　

において，内角と外角の性質から

　　　

は の二等辺三角形であるから

　　　

において，内角と外角の性質から

　　　

△ において

　　　

　　　　

　 　逆は「△ において， ならば△ は正三角形で７

　　　　　　　　ある。」，正しい

　　　 　逆は「 ならば ， である。」，正しくない

　　　 　逆は「△ と△ において， ならば△ △ で

　　　　　　　　ある。」，正しくない

　逆は「△ において， ならば△ は正三角形である。」

　 のとき となる。

　 つの角が等しい三角形は正三角形である。

　よって，逆は正しい。

　逆は「 ならば ， である。」

　 ， のとき，逆は成り立たない。

　よって，逆は正しくない。

　逆は「△ と△ において， ならば△ △ である。」

　右の図のような三角形では，逆は成り立たない。

　よって，逆は正しくない。

　８

線分 の延長と線分 の交点を とする。

において，内角と外角の性質から

　　　　　　

さらに， において，内角と外角の性質から

　　　　　　

四角形 はひし形であり，ひし形は平行四辺形

であるから　　

平行線の錯角は等しいから　　

また，ひし形 において， であるから

　　　　　　

したがって　

　　　　　　　

　　　　　　　

　 ， ともに略９

仮定　 ，

結論　

証明　△ と△ において

　　仮定から　　　 　……①

　　　　　　　　　 　……②

　　対頂角は等しいから

　　　　　　　 　……③

　　①，②，③より， 辺とその間の角がそれぞれ等しいから

　　　　　　　△ △

　　合同な図形の対応する角は等しいから

　　　　　　　

△ と△ において

仮定より　 　　…… ①

平行四辺形の対辺は等しいから

　　　　　　　 　　　　　 …… ②

より，錯角は等しいから

　　　　　 　　　　…… ③

①，②，③より，直角三角形の斜辺と つの鋭角がそれぞれ等しいから

　　　　　△ △

よって　　　　

　 　略　　 　10

　△ と△ において

　仮定より，△ は正三角形だから， ①

　 …②

　 より，平行線の錯角は等しいから，

　 …③

　②，③より …④

　四角形 はひし形だから， …⑤

　①，④，⑤より， 組の辺とその間の角がそれぞれ等しいから，

　　　△ △

　△ とおくと，

　　 より，△ △

　　点 は辺 の中点だから，△ ，△

　　また△ △ ，線分 はひし形の対角線だから，

　　△ △

　　ここで，ひし形の性質から， ，平行線と面積の関係から，

　　△ △

　　五角形 △ 十△ △

　　　　　　　　　

　　△ 五角形

　よって△ の面積は五角形 の面積の 倍。
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